
福井県公共工事入札監視委員会の概要 

 

 

１ 開催目的 

  県では、公共工事の入札・契約の適正化を促進し、入札・契約過程の透明性をより一層

高めていくため、発注見通しや設計額の事前公表、最低制限価格や契約内容の事後公表な

ど、各種情報の公表に積極的に取り組んでいます。 

  さらに、 公共工事における入札参加条件、総合評価落札方式の実施方法、低入札対策等

を審議し、改善に向けた提言を入札・契約制度に適切に反映させていくため、学識経験者

等で構成する入札監視委員会を開催しています。  

 

 

２ 開催内容 

  ・県が発注した公共工事に関し、入札・契約手続の運用状況、談合情報対応状況等につ

いての報告を受けること。 

  ・県が発注した公共工事のうち委員会が抽出したものに関し、一般競争入札参加資格の

設定の理由および経緯等についての審議を行い、意見の具申を行うこと。 

  ・入札および契約の手続きに係る苦情処理に対する再苦情について審議すること。 
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